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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
不
正
経
理
問
題
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

現
下
の
国
際
社
会
が
直
面
す
る
テ
ロ
の
脅
威
、
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
、
気
候
変
動
及
び
感
染
症
等
の
新
た
な
脅
威
を
含

む
諸
問
題
は
、
国
際
社
会
の
連
携
し
た
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
国
連
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
他
方
、
現
行
の
国
連
シ

ス
テ
ム
は
こ
う
し
た
今
日
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に
効
率
的
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
組
織
及
び
機
能

を
二
十
一
世
紀
の
現
実
に
即
し
た
も
の
に
改
革
し
、
強
化
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
は
、
国
連
改
革
に
関
す
る
国
連
の
加
盟
国
間
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お

り
、
今
後
と
も
安
全
保
障
理
事
会
改
革
を
含
む
国
連
改
革
全
般
の
一
層
の
進
展
を
図
る
べ
く
、
積
極
的
な
外
交
活
動
を
展
開

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
国
連
が
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
機
能
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
連
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
政
府
は
、
国
連
の
行
財
政
問
題
を
所
管
す
る
国
連
総
会
第
五
委
員
会
に
お
け
る

審
議
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

一



一
の
�
に
つ
い
て

「
国
連
の
機
関
」
に
対
す
る
支
出
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
国
連
本
体
の
経
費
に
関
し
、
我
が
国

が
支
払
う
べ
き
分
担
金
（
通
常
分
担
金
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
分
担
金
な
ど
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、
平
成
十
年
は
約
三
億
七
千
万
ド
ル
、

平
成
十
一
年
は
約
四
億
ド
ル
、
平
成
十
二
年
は
約
六
億
九
千
万
ド
ル
、
平
成
十
三
年
は
約
八
億
三
千
万
ド
ル
、
平
成
十
四
年

は
約
七
億
ド
ル
、
平
成
十
五
年
は
約
七
億
四
千
万
ド
ル
、
平
成
十
六
年
は
約
十
三
億
三
千
万
ド
ル
、
平
成
十
七
年
は
約
十
三

億
二
千
万
ド
ル
、
平
成
十
八
年
は
約
十
億
七
千
万
ド
ル
、
平
成
十
九
年
は
約
十
八
億
三
千
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二

十
年
に
つ
い
て
は
未
確
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
義
務
的
な
も
の
で
あ
る
。
国
連
全
体
の
予
算
総
額
及
び
加
盟
国
の
分

担
率
は
、
国
連
総
会
で
審
議
し
決
定
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
の
分
担
率
は
、
現
在
約
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

国
際
人
事
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
る
一
般
職
国
連
職
員
の
俸
給
表
に
お
い
て
、
東
京
で
勤
務
す
る
運

転
手
の
俸
給
額
の
上
限
と
下
限
が
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
�
Ｃ
�
で
勤
務
す
る
運
転

手
に
つ
い
て
は
、
ど
の
俸
給
表
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
給
与
額
は
特
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二



二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
六
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
五
八
六
号
）
四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
等
で
累
次
に
わ

た
っ
て
お
答
え
し
て
い
る
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
国
連
職
員
の
給
与
は
、
国
連
の
職
員
規
程
及
び
職
員
規
則
に
定
め
ら

れ
た
手
続
に
従
っ
て
、
毎
年
、
国
際
人
事
委
員
会
か
ら
国
連
総
会
へ
の
勧
告
が
行
わ
れ
、
国
連
全
加
盟
国
が
出
席
す
る
国
連

総
会
の
承
認
を
経
て
決
定
さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
政
府
と
し
て
は
、
個
々
の
職
員
の
給
与
の
額
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
承
知
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
東
京
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
」
と
い
う
。
）
の
職
員
（
所
長
を
除
く
。
）
は
、
一
般
職

職
員
と
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
国
際
人
事
委
員
会
が
定
め
た
方
法
に
よ
り
、
各
地
域
の
同
業
種
の
給

与
水
準
を
同
地
域
に
展
開
す
る
国
連
機
関
が
調
査
し
、
当
該
調
査
結
果
を
国
際
人
事
委
員
会
に
報
告
し
て
承
認
を
得
て
決
定

さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
俸
給
表
を
作
成
す
る
更
に
具
体
的
な
手
続
と
算
定
根
拠
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て

い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

三



Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
の
職
員
を
含
む
日
本
に
勤
務
す
る
国
連
職
員
の
給
与
は
、
所
属
す
る
国
連
機
関
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
支
払
手
続
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

国
連
事
務
局
は
、
国
連
事
務
局
が
職
員
採
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
各
国
の
拠
出
金
の
分
担
率
等
を
基
礎
と
し
て
算
定

し
た
国
別
の
人
数
を
「
望
ま
し
い
職
員
数
」
と
し
て
発
表
し
て
い
る
が
、
最
新
の
発
表
（
二
千
七
年
六
月
三
十
日
現
在
）
に

お
い
て
は
、
日
本
人
の
職
員
数
は
百
八
名
で
あ
り
「
望
ま
し
い
日
本
人
職
員
数
（
二
百
四
十
一
名
か
ら
三
百
二
十
六
名
）
」

よ
り
も
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

従
来
よ
り
、
政
府
は
、
国
際
機
関
で
の
勤
務
を
将
来
に
希
望
す
る
三
十
五
歳
以
下
の
若
手
邦
人
を
対
象
と
し
て
、
我
が
国

の
費
用
負
担
に
よ
り
国
際
機
関
へ
派
遣
し
、
国
際
機
関
へ
の
就
職
に
必
要
な
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｊ
Ｐ
Ｏ
）
等
の
派
遣
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
国
際
機
関
へ
の
就
職
に
係
る
各
種
情
報
（
給
与
、
年
金
等
の
勤
務
条
件
を
含
む
。
）
の
広
報
・
提
供
、

在
外
公
館
を
通
じ
た
国
際
機
関
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
日
本
人
職
員
の
増
強
を
目
的
と
し
た
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

四



二
の
�
に
つ
い
て

国
連
職
員
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
国
連
の
職
員
規
程
、
職
員
規
則
及
び
国
連
合
同
職
員
年
金
基
金
規
程
に
よ
っ
て
受
給
資

格
や
年
金
支
給
額
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

国
連
大
学
と
文
部
科
学
省
と
の
間
の
取
決
に
よ
っ
て
国
連
大
学
本
部
施
設
の
一
部
を
駐
日
国
連
機
関
事
務
所
に
使
用
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
が
国
連
大
学
本
部
施
設
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

は
、
問
題
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

「
六
月
十
三
日
付
回
答
」
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
が
「
六
月
二
十
四
日
付
回
答
」
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ

う
に
回
答
が
修
正
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
施
設
費
は
、
国
連
大
学
全
体
の
維
持
・
管
理
費
に
お
け
る
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
に
係
る
部
分
で
あ
り
、
政
府
と
し
て

は
御
指
摘
の
「
二
重
払
い
」
と
の
認
識
は
有
し
て
い
な
い
。

五



三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
条
件
で
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
の
継
続
を
求
め
た
と
い
う
事
実
は
な
い
た
め
、
御
指
摘
の
よ
う
な
や
り
取
り
は

存
在
し
な
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

政
府
は
、
開
発
協
力
信
託
基
金
を
通
じ
て
国
連
広
報
局
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
十
九

年
度
ま
で
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
関
連
の
活
動
に
充
て
ら
れ
た
額
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
内
閣

衆
質
一
六
九
第
四
一
〇
号
）
一
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
各
年
度
の
総
額
に
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
個
別

の
案
件
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
関
連
文
書
の
多
く
が
保
存
期
限
を
経
過
し
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

国
連
側
か
ら
は
平
成
十
二
年
頃
か
ら
前
払
が
行
わ
れ
て
い
た
と
報
告
を
受
け
て
お
り
、
高
島
肇
久
氏
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
所

長
就
任
は
平
成
十
二
年
八
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
、
だ
れ
が
所
長
の
時
に
前
払
が
始
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
判

断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六



四
の
�
に
つ
い
て

「
個
人
が
不
正
に
金
を
着
服
し
た
等
の
疑
惑
は
な
い
」
と
の
国
連
事
務
局
の
説
明
に
対
し
、
政
府
と
し
て
は
当
該
説
明
が

正
し
く
な
い
と
判
断
し
得
る
客
観
的
な
事
実
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

四
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
度
以
前
の
予
算
の
繰
越
し
の
有
無
及
び
内
部
監
査
報
告
書
の
公
表
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
月
に
内
部

監
査
報
告
書
を
入
手
し
て
以
降
国
連
日
本
政
府
代
表
部
を
通
じ
て
国
連
広
報
局
等
に
照
会
し
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
国
連
か

ら
の
正
式
な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
内
部
監
査
報
告
書
の
公
表
に
つ
き
国
連
が
判
断
し
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、

内
部
監
査
関
連
の
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

国
連
に
照
会
し
た
結
果
、
国
連
事
務
局
か
ら
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
は
五
百
万
円
の
定
期
預
金
を
有
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
、
右
定
期
預
金
が
形
成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

五
の
�
に
つ
い
て

日
本
政
府
が
国
連
所
蔵
の
美
術
品
巡
回
展
の
開
催
を
国
連
に
働
き
か
け
た
こ
と
は
な
い
。

七



六
の
�
に
つ
い
て

該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
関
連
文
書
の
多
く
は
、
そ
の
保
存
期
限
を
経
過
し
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
情
は
不
明
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

日
本
政
府
の
支
払
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
ん
だ
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
よ
り
前
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
関
連
文
書
の
多
く
が
保
存
期
限
を
経
過
し
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳

細
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

我
が
国
の
国
連
分
担
金
等
に
つ
い
て
は
、
国
連
か
ら
支
払
要
請
の
あ
っ
た
米
貨
額
を
当
該
年
度
の
予
算
要
求
時
に
一
律
に

定
め
ら
れ
た
為
替
レ
ー
ト
に
よ
り
換
算
し
た
邦
貨
額
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
支
払
う
際
の
為
替
レ
ー

八



ト
と
予
算
上
の
為
替
レ
ー
ト
間
の
差
か
ら
差
損
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
よ
り
安
定
的
・
効
率
的
な

予
算
の
執
行
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
十
四
年
度
以
降
は
、
米
国
に
あ
る
国
連
本
部
の
銀
行
口
座
に
送
金
し
て
い
る
。

九


